


ユダヤ人のマルコ・ファインゴルトは1939年に逮捕され、アウシュヴィッツを含む4つの強制収容所に収容される。

終戦後は、 10万人以上のユダヤ人難民をパレスチナヘ逃がし、自らの体験とナチスの罪、そしてナチスに加担した

自国オーストリアの責任を、 70年以上訴え続けた。本作はマルコの数奇な人生を通じ、反ユダヤ主義がどのように

広まりホロコーストに繋がったか世界初公開のアーカイヴ映像も交えながら映し出す貴重なドキュメントである。

“国家と人は過去の過ちを忘れている”と語るマルコのインタビューは、過去と地続きにある現在に警鐘を鳴らす。

大ヒットを記録した『ゲッベルスと私』のシリーズ第2弾
本作品はゲッベルスの秘書プルンヒルデ・ボムゼルの証言を記録した

「ゲッベルスと私」の【ホロコースト証言シリーズ】第2弾作品となる。

本シリーズは世界的に戦争体験者が社会からいなくなる中、人類史上最大

の悪であるホロコーストの記憶を被害者のみならず、加害者、賛同者、反逆

者の視点からも捉え、多角的に戦争の真実を記録するシリーズである。すで

に撮り終えている第3弾企画はアウシュヴィッツで人体実験を繰り返したヨー

ゼフ・メンゲレ医師に関係した元少年・囚人の証言ドキュメントである。

マルコ・ファインゴルト (1913-2019)

1913年にハンガリーで生まれウィーンで育つ。小学校の

教師が反ユダヤ主義者だったため登校を拒否する。 1938

年、ビジネスで滞在していたイタリアから一時帰国すると、

アンシュルス（ドイツ＝オーストリア併合）によって反ユダヤ

主義が急速に広まる。 1939年、ゲシュタポに逮捕され、

1945年まで4つの強制収容所に収容される。終戦後はユ

ダヤ人難民の人道支援と公派活動に取り組む。オーストリ

ア人最年長のホロコースト生存者としてザルップルクのユ

ダヤ協会会長を長年務め、その功績に多くの栄脊ある章

が与えられる。 2019年9月 19日にその生涯を閉じる。

ナチス・ドイツによるオーストリア併合に歓喜するウィーン市民（個人撮影）／アイヒマン裁判で証甘するアドルフ・アイヒマン／ニュルンベルク裁判でソ連軍が提出したアウシュヴィッツ強制収

アーカイヴ映像（左から） I 容所の設計図／敵国ドイツに協力した仏女性への見せしめ行為（ニュース映像）／米成人向けアニメ短編シリーズ（教行映画）／戦後ボートでバレスチナに渡るユダヤ人難民（個人撮影）

~ f オーストリアヌ化 99-9 ム

11.20●よりロードショー
特別鑑賞券¥1,500（税込）好評発売中！
（当 H一般¥1,800／シニア・学生¥1,500の処）※特別鑑穴券の岩波ホールでの販売は11/19 （金）まで。

--[J週1II附 ll15:3()の IIll でゲッベルスと私~＇アンコール＿卜映 I

2022年
1/14（金）まで

2021年12月30日～
府波ホール三Ih ttp://ヽ＼ ＼ヽ＼＼．i ¥¥,111a 111 i-11'1'I.rn111/ 

2022年1月2Hは休映 地下鉄（都営三田線・新宿線・東京メトロ半蔵門線）神保町駅A6出口すぐ上
J R（中央線）水辺橋駅または御茶ノ水駅・下車徒歩 12分／神保町交差点角

一 lO:30 | 13:00 | 15:30 | 18:00 | 自由席定貝糾整理券制·入替制 I 
※厨型コロナウりシスの感染状況により、上峡時聞を愛更・中止する場合がこ・ざいます。ご東場の駁19、劇場HPやお電話で最新情籟をご肇認ください。




